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研究成果の概要（和文）：　本研究ではカンボジア国コンポンチャム州におけるメコン河の小流域であるプレイ
チョール郡に位置するサムロンコミューンおよびバライコミューンを調査対象に、牛糞堆肥の施用による土壌保
全の効果を定量的に評価するとともに、営農体系別に見た大腸菌の流出状況の把握とその特性の解明、および大
腸菌の生残と流出に対する抑制対策について取り組んだ。併せて、研究成果に基づき推奨される有機農業の推進
と大腸菌の抑制対策を軸とした保全型農法の普及手法について検討した。

研究成果の概要（英文）：This study has been focused on soil conservation with manure application and
 eliminating E. coli in Cambodia. The study area is Samroung and Baray Communes in Prey Chhor 
District of Kampong Cham Province, Cambodia, where is in small watersheds of Mekong River. In this 
study, the changes in soil physical and chemical properties with manure application were analyzed on
 the basis of the indicator of Organic Fertilizer Dependence (OFD %). Also, based on the 
distribution of E. coli contamination in farmlands, effective strategies for eliminating E. coli 
were discussed as well as participatory extension methods for increasing local adaptability.

研究分野： 農業農村工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、カンボジアにおける牛糞堆肥の施用による土壌保全の効果を定量的に評価するとともに、営農体
系別に見た大腸菌の流出状況の把握とその特性の解明、および大腸菌の生残と流出に対する抑制対策について取
り組んだ。研究成果より、10年間程度の長期間に渡る有機肥料の施用が土壌保全に大きく寄与するとともに、土
壌における団粒形成が関係している点を示したことは土壌保全学上も大きな意義がある。また。カンボジアでは
大腸菌により食中毒等の疾病が発生しており、農産物に対しても高い衛生管理が必要となっている。その基礎的
な知見として、農地の管理手法について提言できたことは大きな社会的意義があると判断できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

カンボジア国コンポンチャム州では有機農業の普及が進んでいるが一方で、大腸菌による農
地の汚染が進んでいることが懸念されている。そこで本研究では、カンボジア国コンポンチャム
州におけるメコン河の小流域であるプレイチョール郡に位置するサムロンコミューンおよびバ
ライコミューンを調査対象に（図 1 参照）、牛糞堆肥の施用による土壌保全の効果を定量的に評
価するとともに、営農体系別に見た大腸菌の流出状況の把握とその特性の解明、および大腸菌の
生残と流出に対する抑制対策について取り組んだ。併せて、研究成果に基づき推奨される有機農
業の推進と大腸菌の抑制対策を軸とした保全型農法の普及手法について検討してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査対象地の位置図（カンボジア国コンポンチャム州） 

 

２．研究の目的 
 本研究の主目的は以下の通りである。 
(1) カンボジア国コンポンチャム州におけるメコン河の小流域であるプレイチョール郡に位置
するサムロンコミューンおよびバライコミューンを調査対象に、牛糞堆肥の施用による土壌保
全の効果を定量的に評価する。 
(2) 営農体系別に見た大腸菌の流出状況の把握とその特性の解明、および大腸菌の生残と流出
に対する抑制対策について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象地 
表 1 に示した通り、研究対象である二つのコミューンは地理的に近く、類似性が高いものの、

バライコミューンでは有機肥料の施用歴が 10 年と長期に渡っているが、一方サムロンコミュー
ンでは、有機肥料の施用歴が 3年と短い点が異なっている。 
 

表 1 調査対象のサムロンコミューンとバライコミューンの比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 研究方法 
表 2に示した通り、窒素成分に基づいて、農地への全投入肥料中の窒素含量に占める牛糞堆肥

等の有機肥料の窒素含量の百分率を算出して、有機肥料への依存度（Eq.1 参照）の算出を試み
た。この有機肥料への依存度（OFD）を指標として、土壌物理性および化学性に与える有機肥料
の効果を定量的に評価した。 
 

Eq. 1 
 



表 2 サムロンコミューンとバライコミューンにおける有機肥料への依存度（OFD%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 牛糞堆肥の施用による土壌保全 
有機肥料への依存度（OFD）に基づいて、土壌物理性および化学性に与える有機肥料の効果を定
量的に評価した結果、表 1に示したように有機肥料の施用歴が 10 年と長期に渡るバライコミュ
ーンでは、有機肥料への依存度（OFD）に比例して土壌物理性および土壌化学性が改善する傾向
が発現したが、有機肥料の施用歴が 3年と短いサムロンコミューンでは有機肥料への依存度（OFD）
と土壌物理性および土壌化学性に関連性が見られなかった（図 2, 図 3参照）。そのことより 10
年以上に渡る長期間の有機肥料の施用によって、牛糞堆肥等の有機肥料の施用による土壌物理
性および化学性に与える効果が発現することが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2 サムロンでの OFDと土壌特性との相関   図 3 バライでの OFD と土壌特性との相関 

 

また併せて、直径 2 mm 以上の耐水性団粒百分率を測定して、有機肥料への依存度（OFD）との

関連性を比較した。その結果、有機肥料の施用歴が 10 年と長期に渡るバライコミューンでは、

50%以上の高い有機肥料への依存度（OFD）においては直径 2 mm以上の耐水性団粒の百分率が 50%

を超えて高く、有機肥料の施用が団粒形成に寄与していることが判断できた。しかし、有機肥料

の施用歴が 3年と短いサムロンコミューンでは、30%以上の有機肥料への依存度（OFD）において

直径 2 mm以上の耐水性団粒の百分率は 20%程度以下と、有機肥料の施用と団粒形成の発達に関

係性が見られなかった。 

これらの研究結果は、10 年間程度の長期間に渡る有機肥料の施用が、土壌物理性・化学性と

高い関連性を発現し、有機肥料の施用が団粒形成を促進して、土壌保全に寄与する基盤を形成す

ることを示唆している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 有機肥料への依存度（OFD）と直径 2 mm以上の耐水性団粒の百分率 

（サムロンコミューン（左）、バライコミューン（右）） 

 



(2) 農地における大腸菌の抑制 

営農形態や土地利用に基づいてサムロンコミューンとバライコミューンの農地における大腸

菌の生残数を調査した（表 3 参照）。この大腸菌の生残数と有機肥料への依存度（OFD）との関連

性を図 5 に示した。その結果、サムロンコミューンおよびバライコミューンともに、大腸菌の生

残数と有機肥料への依存度との関連性は見られず、牛糞堆肥が大腸菌汚染の直接の原因である

か否か判断は難しかった。併せて、大腸菌汚染のハザードマップ（図 6参照）を作成して分布状

況を調べたが、営農形態や土地利用と大腸菌分布の間に一定の傾向は見られず、休耕期間に放牧

される家畜の影響が大きいことが示唆された。 

農地に石灰類の添加による pH 調整と大腸菌の殺菌に着目して、現地で得られる様々な自然資

源に着目して、その適応性について論議を進めてきた。研究室で実施した実験から、土壌の pH

を石灰類の添加によって 9.0±0.2 に調整することで、大腸菌を殺菌し一般細菌におけるコロニ

ー数の低下を防ぐことが可能であることが分かってきたが、現地で適用できる資材に関してさ

らに検討を進めることが課題として残っている。 

 

表 3 サムロンコミューンとバライコミューンの農地における大腸菌の生残数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 大腸菌の生残と有機肥料への依存度との関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 大腸菌汚染のハザードマップ（サムロンコミューン（左）、バライコミューン（右）） 

 



(3) 有機農業の推進および大腸菌の抑制対策に関する普及に向けた課題 

有機農業の推進および大腸菌の抑制対策に関する普及に向けて、図７に示したように現地農

家を対象に住民参加型ワークショップを開催した。併せて、現地農家の理解度や営農上の課題に

ついて調査を進めた。その結果、50 歳代以降の世代に見られる読み書き能力の低さが普及活動

に当たっての障壁になることが明らかになった。これは 1975年から 1979 年の期間、ポルポト政

権がカンボジアを統治し、その下で起った強制連行と教育機関の閉鎖等が一つの原因に上げら

れる。普及手法として、若青年層に対してはパンフレットやガイドブック等の印刷物に依存でき

るものの、中高齢層に対してはデモンストレーション等を実施して体験型の普及手法が重要に

なることが提案された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 有機農業の推進および大腸菌の抑制対策に関する普及に向けたワークショップ 

 

(4) 研究のまとめと課題 

 本研究では、カンボジアにおける牛糞堆肥の施用による土壌保全の効果を定量的に評価する

とともに、営農体系別に見た大腸菌の流出状況の把握とその特性の解明、および大腸菌の生残と

流出に対する抑制対策について取り組んだ。研究成果より、10 年間程度の長期間に渡る有機肥

料の施用が土壌保全に大きく寄与するとともに、土壌における団粒形成が関係している点が示

された。また、カンボジアでは大腸菌による食中毒等の疾病が発生しており、農産物に対しても

高い衛生管理が必要となっている。その基礎的な知見として、農地の管理手法について提言する

とともに、普及に当たっての留意事項を整理できた。 

今後、研究成果に基づいた普及活動の展開に期待が寄せられるところである。 
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